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課題番号４
目的

• 遺伝子検査による梅毒検出系の構築

• 分子疫学的な解析によって本県の

流行状況を分析

方法

協力医療機関の募集等、検体確保スキーム

の確立

医療機関 衛生環境研究所

患者情報
検体の提供

検体回収
結果の還元

県立宮崎病院
医療法人みのり会フタバ皮膚科形成外科
医療法人社団オリーブ会田﨑皮膚科医院
医療法人社団杏英会きくち皮膚科泌尿器科クリニック
社会医療法人同心会古賀総合病院

調査内容

PCR法による遺伝子検出

既出の論文に基づき、 下記の遺伝子をターゲットとした検出を
検討した。
・TpN47をコードする遺伝子

・polA（菌種特異領域）

① 国立感染症研究所から推奨された方法
（Conventional PCR法） ※１，2 

 ② Nested PCR法 (1の方法より高感度) ※3

１の方法で陰性だった場合に実施

※１ Liu H, et al., J Clin Microbil 39:1941-1946,2001
※２ Orle KA et al., J Clin Microbil 34:49-54,199
※３ Wang C et al., Emerg Microbes Infect 83:May9:7(1),2018

梅毒発生届出数と当所での回収数
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結果（PCR法による遺伝子検出）

浸出液 唾液 血液

陽性 6  21 1

提出検体数 10 35 5

陽性率（％） 60 60 20

結果（浸出液）

過去3年以内の性的接触状況

病型

陽性 陰性

１か月以内 5 1

２～３ヶ月以内 1 3

陽性 陰性

早期顕症梅毒(ｱ､Ⅰ期) 4 2

早期顕症梅毒(ｲ､Ⅱ期) 2 2

結果（唾液）

過去3年以内の性的接触状況

陽性 陰性

１か月以内 9 2

２～３ヶ月以内 6 6

半年以内 2 4

１年以内 1 0

２～３年以内 1 1

10年 1 0

なし 1 0
不明 0 1

結果（唾液）

病型

陽性 陰性

早期顕症梅毒(ｱ､Ⅰ期) 5 7
早期顕症梅毒(ｲ､Ⅱ期) 8 4

無症候（無症状病原体保有者） 7 3

不明 1 0

聞き取りによる推定感染経路（割合）
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まとめ

• 遺伝子検査は、梅毒の診断の補助とな
る可能性が示唆された

• 侵襲性のない唾液検体における遺伝子
検査の有用性が示された

• 推定感染経路の聞き取り調査によると
パートナからの感染が増加傾向であっ
た
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今後の計画

• 検体収集の継続

• 遺伝子型別による分子疫学的な解析
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